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「周波数再編成（利用変更・移転）のエコノミクスII
―― 新システム（EMM）による再編成加速の提案」

6. 電波配分の変更とブロック分割

H. Oniki
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6. 電波配分の変更とブロック分割

6-1 再編成とブロック分割

6-2 ブロックとブロックの「木」

6-3 ブロックとサブブロックの最低供給価格ック サ ック 最低供給価格

6-4 ブロック分割がある場合の使用料計算6 4 ブ ック分割がある場合の使用料計算

（提案）

H. Oniki
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6-1 再編成とブロック分割

• 周波数帯域・地域の双方を考慮する分割

H. Oniki



図6 1 1 電波ブロック分割を含む再編成の例
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図6-1-1： 電波ブロック分割を含む再編成の例

周波数帯域
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Bz2 	 	 ሺM2ሻ
z	

ሺ ሻ

ሺL2ሻ

By1a By1b
y

By1c 	 ሺL3ሻ
L

By2a By2b
y	

By2c 	 ሺL4ሻ 

a b c 地域

Bxx	

H. Oniki
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6-1 ブロック分割の意義

• 規制当局による「配分変更」の必要から

• 既存ユーザが不要部分のみを手放すことを既存ユ ザが不要部分のみを手放すことを

可能にする

H. Oniki
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6-1 本提案において採用する前提

• 政府当局は既存利用者によるブロック分割

の範囲を指定。

利用者は許容範囲の中で分割方式（複数• 利用者は許容範囲の中で分割方式（複数

可）を選択し、分割されたサブブロックの供給選択 、分 供給

価格を表明する。

• 再編成後のブロック統合は、すべて政府当局

が決定するが決定する。
H. Oniki
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6-1 理由：

• 電波ブロックの分割・統合は、電波利用全体

の状態を把握した上での決定が必要。

• 個別ユーザは社会的に望ましい分割・統合を

考えて行動する誘因を持たないため、政府当

局の決定に委ねることが望ましい。

H. Oniki
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6. 電波配分の変更とブロック分割

6-1 再編成とブロック分割

6-2 ブロックとブロックの「木」

6-3 ブロックとサブブロックの最低供給価格ック サ ック 最低供給価格

6-4 ブロック分割がある場合の使用料計算6 4 ブ ック分割がある場合の使用料計算

（提案）

H. Oniki
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6-2 公共目的利用者

分割前後の「親子関係」をグラフ理論に

おける「木（trees）」で表現

H. Oniki



図6 2 1 ブロック サブブロック形成の説明
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図6-2-1： ブロック・サブブロック形成の説明

周波数帯域

D	Cy	

A B	x	

a        b      地域

H. Oniki
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表6-2-2： 基本ブロックA, B, C, Dを統合して得られるブロック

ブロックを構成する 
ブロック 同左個数

基本ブロックの数 
ブロック 同左個数

4	 ABCD 1
3	 ABD,	BDC,	DCA,	CAB 4
2	 AB,	BD,	DC,	CA 4
1	 A,	B,	C,	D 4

H. Oniki



図6-2-3： ブロック分割を表す木グラフの例
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H. Oniki
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6-2 木の条件: （→）

(i) 木の「根」（最上部ブロック）はすべての基

本ブロック（上記例では ）を統合し

たブロックである。

H. Oniki



128

6-2 木の条件: （→）

(ii) 「子」はその親（子の直上のブロック）を

構成する基本ブロックの一部を統合して得

られたブロックである。

H. Oniki
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6-2 木の条件: （→）

(iii) 「親」は、その子を構成する基本ブロック

をすべて統合して得られたブロックである。

H. Oniki
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6-2 木の条件: （→）

(iv) 親を形成する基本ブロックの数は、その

すべての子を形成する基本ブロック数に一

致する（図5-2-4（6×）のように、同じ基本ブ

ロック が2個の子ブロック“ ”, “ ”の

ように重複して現れることを認めない ）ように重複して現れることを認めない。）

H. Oniki
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6-2 ブロックとブロックの｢木｣

• 規制当局による供給価格表示対象の指定

・ 基本ブロック基本ブロック

・ 基本ブロックにより構成される「木」の基本ブロックにより構成される「木」の

一部あるいは全部部ある は 部

H. Oniki
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6. 電波配分の変更とブロック分割

6-1 再編成とブロック分割

6-2 ブロックとブロックの「木」

6-3 ブロックとサブブロックの最低供給価格ック サ ック 最低供給価格

6-4 ブロック分割がある場合の使用料計算6 4 ブ ック分割がある場合の使用料計算

（提案）

H. Oniki
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図6-3-1： 簡単な「木」のケース

ABAB

A B

H. Oniki
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表6-3-2： 図6-3-1の「木」についての最低供給価格

再編成 使用ブロック 最低供給価格
No.

再編成 

対象 

使用ブロック

（再編後の残存ブロック） 
利益 

最低供給価格

記号 計算法 

1 なし AB RAB ― ―1 なし	 AB RAB ― ―
2 AB	 なし R0 S*AB RABെR0
3 A	 B RB S*A RABെRBB A AB B

4 B	 A RA S*B RABെRA

H. Oniki
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6-3 ブロックとブロックの｢木｣

AB A 0 AB B 0

になっているはずだからになっているはずだから、

AB A B 0 AB B A 0

AB		 A B

H. Oniki
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6. 電波配分の変更とブロック分割

6-1 再編成とブロック分割

6-2 ブロックとブロックの「木」

6-3 ブロックとサブブロックの最低供給価格ック サ ック 最低供給価格

6-4 ブロック分割がある場合の使用料計算6 4 ブ ック分割がある場合の使用料計算

（提案）

H. Oniki



6 4 ブロ ク分割がある場合の使用料計算
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6-4 ブロック分割がある場合の使用料計算
（提案）

： ブロック の計算価格

： ブロック の表示供給価格

1 n： （親）ブロック の子ブロック

1 n ：子ブロック 1 nの組

1 m： （親）ブロック の 個の

ブ ク 組子ブロックの組
H. Oniki



6 4 ブロ ク分割がある場合の使用料計算
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6-4 ブロック分割がある場合の使用料計算
（提案）

(i) が「子」を持たないとき

が 1 をただ 組の子としてが 1 n をただ 組の子として

持つとき

i

H. Oniki



6 4 ブロ ク分割がある場合の使用料計算
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6-4 ブロック分割がある場合の使用料計算
（提案）

(iii) が 1 mを 組の子として持つとき

i

(iv) 上記ルールは木の下部（葉に近い部分）(iv) 上記ル ルは木の下部（葉に近い部分）

に所在するブロックから上部のブロックに向

かって順次適用する。

H. Oniki



6 4 ブロ ク分割がある場合の使用料計算
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6-4 ブロック分割がある場合の使用料計算
（提案）

は、規制当局が定める

「分割規制パラメター」

H. Oniki



6 4 ＜図6 4 1＞において 0 5の場合の
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6-4 ＜図6-4-1＞においてw=0.5の場合の
分割の使用料計算法：

使用料使用料

H. Oniki



供給価格と使 料計算 例
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図6-4-1： 供給価格と使用料計算の例示

ABC (25)

AB (20) 

A (15) C (10)B (15) 

H. Oniki
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「周波数再編成（利用変更・移転）のエコノミクスII
―― 新システム（EMM）による再編成加速の提案」

7. 電波利用の「移転」と先物供給価格

H. Oniki
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7. 電波利用の「移転」と先物供給価格

7-1 概要

7-2 将来複数時点における供給価格

（先物供給価格）

7-3 先物オークションと事前オークション

7-4 既存利用者移転のための供給価格

H. Oniki
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7-1 電波利用の移転

・ ブロック の利用終止

・ 別のブロック の利用開始

・ 両者の実施時点がポイント

将来時点にわたる「再編成計画 が・ 将来時点にわたる「再編成計画」が

必要になる必要 なる

→ 先物供給価格、先物オークション

H. Oniki
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7. 電波利用の「移転」と先物供給価格

7-1 概要

7-2 将来複数時点における供給価格

（先物供給価格）

7-3 先物オークションと事前オークション

7-4 既存利用者移転のための供給価格

H. Oniki
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7-2 (1) 定義

• 将来複数時点（例： ）にわたる

供給価格（先物供給価格）を表明

• 0 ： 当年内にブロック再編される場合の

供給価格供給価格

年後内にブロック再編される場合の• t： 年後内にブロック再編される場合の

供給価格（ ）

H. Oniki



図7-2-1： 将来複数時点における供給価格
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S0ൌS
スポット 先物供給価格 

S2

S1スポット 

供給 

価格 

S3

0    1 	 	 	 	 	 	 	 	 2 	 	 	 	 	 	 	 	 3	 	 再編成時点 
t

H. Oniki

 （年、0=現在）
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7-2 (2) 効果

• 再編成実施時点に関する既存利用者の選

択肢を広げ、柔軟性を高める。

• 例： 各年の埋没費用の大きさに応じて tをt

定めることができる。

H. Oniki
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7-2 (3) 使用料計算法（提案）

： 複数時点の供給価格が表明されて

いるブロックの計算価格

t t
t

ただし t tt t

H. Oniki
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7-2 (3) 使用料計算法（提案）

： 現在・将来にわたって金額を加算する

ために使用する利子率、

t： 現在・将来間のウェイト

政府当局が年ごとに定めるパラメタ政府当局が年ごとに定めるパラメター

単純な場合の例：単純な場合の例：

t 、 （政策金利）に設定t

H. Oniki
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7. 電波利用の「移転」と先物供給価格

7-1 概要

7-2 将来複数時点における供給価格

（先物供給価格）

7-3 先物オークションと事前オークション

7-4 既存利用者移転のための供給価格

H. Oniki
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7-3 (1) 概要

• （狭義の）先物オークション：

複数の先物価格が表示されている

ブ ク割当 ため オ クシブロック割当のためのオークション

事前オ クション• 事前オークション：

将来時点におけるブロック需要に関する将来時点におけるブロック需要に関する

予備的オークション

H. Oniki
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7-3 (2) 先物オークション

• 実施方法――落札者を決定

・ 落札規準は「余剰」落札規準は「余剰」

H. Oniki



表7-3-1： 先物オークションの例
155

年（t）
ブロック	 0 1 2 3	 説明

L1	 S10 S11 S12 S13	

L2 S20 S21 S22 S23
表示先物供給価格

L2	 S20 S21 S22 S23	

L3	 S30 S31 S32 S33	

L S S S SL4	 S40 S41 S42 S43	

L	 S0 S1 S2 S3	 St＝Σj Sjt

需要価格 オ クシ ン落札価格需要価格 D0 D1 D2 D3	 オークション落札価格

各年価

格表示
U0 U1 U2 U3	 Ut＝Dt－St

余 

剰	

現在価

格表示
V0 V1 V2 V3	 Vt ൌ

Ut
ሺ1൅iሻt

H. Oniki

最	 大 ◎ 	 V2ൌMaxVt

注） i： 利子率
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7-3 (3) 事前オークション（forward auction）

• 新規利用者に周波数帯の価値と利用コスト

に関する情報を供給

・ 新規利用者の行動の柔軟性を高める

・ 既存利用者による移転先周波数帯の

確保のために有用

H. Oniki
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7-3 (3) 事前オークション（forward auction）

• 政府当局は、事前オークションの結果を参

考にして再編成を実施

・ 電波の利用効率を高める

H. Oniki
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7-3 (3) 事前オークション（forward auction）

• インセンティブオークションを含む

• 実施条件、履行義務等につき選択の余地実施条件、履行義務等 選択 余

あり

• 定期的事前オークション

・ 需要価格の漸次的形成需要価格の漸次的形成
H. Oniki
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7. 電波利用の「移転」と先物供給価格

7-1 概要

7-2 将来複数時点における供給価格

（先物供給価格）

7-3 先物オークションと事前オークション

7-4 既存利用者移転のための供給価格

H. Oniki
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7-4 (1) 概要

現在電波ブロック 1を利用している既存事

業者がその利用を終止し、別の周波数帯の

ブロックに移転してそこで事業を継続する可

能性がある場合の供給価格等の表示、電波

使用料の計算方法使用料の計算方法

H. Oniki



図7-4-1： 既存利用者による使用ブロック移転
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X
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利用開始
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ブロック B2

免許返還 

管理者（政府） 

新規免許 

補償金 

代価

Z

利用権（免許）の流れ

H. Oniki

利用権（免許） 流れ

金銭の流れ 



7 4 (2) 移転のための の供給と の利用
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7-4 (2) 移転のための 1の供給と 2の利用
開始がそれぞれ独立に実施される場合：

(a) が複数の将来時点について 1の供給

価格 1を表示する。

(b) が 2の事前オークションに入札。落札

時の権利行使は 1の再編成（利用終了）を

条件とする。

H. Oniki



7 4 (2) 移転のための の供給と の利用
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7-4 (2) 移転のための 1の供給と 2の利用
開始がそれぞれ独立に実施される場合：

(c) 政府が 1を再編成対象に指定。

(d) が 1の利用を終止して補償金 1を受け

取る。

(e) XがB2の落札金D2を支払い、利用を開( ) 2 落札金 2を支払 、利用を開

始する。

H. Oniki



7 4 (2) 移転のための の供給と の利用
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7-4 (2) 移転のための 1の供給と 2の利用
開始がそれぞれ独立に実施される場合：

(f) は 1から 2への移転に際し、

1 2 移転費用現在価値の合計)を満た

すように 1と 2を選んだはずであり、移転

によって損失を生じていない。

H. Oniki



7 4 (2) 移転のための の供給と の利用
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7-4 (2) 移転のための 1の供給と 2の利用
開始がそれぞれ独立に実施される場合：

(g) 上記において、 は 1について複数の将

来時点の供給価格を表示し、また事前オー

クションにおいても複数の将来時点につい

て応札し、かつ同落札結果の実施条件とし

て の再編成を指定することにより 移転て 1の再編成を指定することにより、移転

タイミングを整合的に設定することができるタイミングを整合的に設定することができる。
H. Oniki



7 4 (2) 移転のための の供給と の利用
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7-4 (2) 移転のための 1の供給と 2の利用
開始がそれぞれ独立に実施される場合：

(h) なお移転後において、 は 2の既存利用

者として供給価格 を表示し、対応する利

用料（ ）を支払う。

H. Oniki



7 4 (3) 移転のための の供給と （複数ブ
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7-4 (3) 移転のための 1の供給と 2（複数ブ
ロック可）の利用開始を結合して実施する場合：

(a) 社会的に望ましい周波数移転を加速させ

るため、政府はブロック 1の既存利用者 に

対し移転先候補として複数個のブロック対し移転先候補として複数個のブロック 21

22 2Nを提示し、下記を実行することがで

きる。

H. Oniki



7 4 (3) 移転のための の供給と （複数ブ
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7-4 (3) 移転のための 1の供給と 2（複数ブ
ロック可）の利用開始を結合して実施する場合：

(b) は「 1の利用を終止し、その 年前に 2n

の利用を開始する」ために生ずる移転費用

の補償金として 2 を表示する（の補償金として 2ntを表示する（

）。この場合、 は 1の供給価格、

2nの需要価格には一切関与せず、 1の利

用終了と の利用開始に加え そのため用終了と 2nの利用開始に加え、そのため

の移転費用のみを考慮すればよい。

H. Oniki



7 4 (3) 移転のための の供給と （複数ブ
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7-4 (3) 移転のための 1の供給と 2（複数ブ
ロック可）の利用開始を結合して実施する場合：

(c) 政府当局は 2n（ ）のうち 個のブ

ロックを選び、これを通常の 方式で再

編成（利用終止）してその補償金を支払うと編成（利用終止）してその補償金を支払うと

ともに、これを に割当てて時点 から使用を

開始するための免許を交付し、移転費用補

償金 を に支払う 両補償金の財源は償金 2ntを に支払う。両補償金の財源は、

1のオークション落札金に求める。1のオ クション落札金に求める。

H. Oniki



7 4 (3) 移転のための の供給と （複数ブ
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7-4 (3) 移転のための 1の供給と 2（複数ブ
ロック可）の利用開始を結合して実施する場合：

(d) が 2nt（ ）を表示して 1からの

移転意思を表明している期間、 は 1につ

いて通常のEMM方式による電波使用料をいて通常のEMM方式による電波使用料を

支払う代わりに、毎年表示補償金の平均に

対応する使用料 2ntを政

府に支払う このことにより による過度に府に支払う。このことにより、 による過度に

高額の 2nを表明（ごね得）を制限できる。高額の 2nを表明（ごね得）を制限できる。

H. Oniki



7 4 (3) 移転のための の供給と （複数ブ
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7-4 (3) 移転のための 1の供給と 2（複数ブ
ロック可）の利用開始を結合して実施する場合：

(e) 上記において は複数の移転先ブロック

2n（ ）と複数の移転時点

（ ）を表明することになる このこ（ ）を表明することになる。このこ

とにより、政府が ,	 をどのように指定しても、,

はそれぞれのケースについて最適な行動

を選択できるを選択できる。

H. Oniki



7 4 (3) 移転のための の供給と （複数ブ

172

7-4 (3) 移転のための 1の供給と 2（複数ブ
ロック可）の利用開始を結合して実施する場合：

(f) 他方で政府当局は、 に対して

個の 2nt（ ）を表明させ

ることにより 移転先ブロックの選択と移転ることにより、移転先ブロックの選択と移転

先ブロックの利用開始時点を自由に指定

することができる。（ ）

H. Oniki
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7-4 (3) 移転のための 1の供給と 2（複数ブ
ロック可）の利用開始を結合して実施する場合：

(f)（→）この自由度を活用することにより、

政府当局は対象電波ブロックの価値や必

要な収支を考慮しながら 多数の電波ブ要な収支を考慮しながら、多数の電波ブ

ロックの連鎖的な再編成を、計画的かつ効

率的に実施できる。

H. Oniki
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7-4 (4) 上記（1）と（2）の併用：

政府は上記（1）と（2）の一方のみを実施す

ることが可能だが、またその双方を併用する

こともできる。この場合、 による電波使用料

支払額は、両ケース支払額の加重平均とす

るる：

H. Oniki
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7-4 (4) 上記（1）と（2）の併用：

1 2

1： 方式（ ）による支払額1 方 （ ） る支払額

2： 方式（ ）による支払額2： 方式（ ）による支払額

： 政府が定めるパラメター（ ）： 政府が定めるパラメタ （ ）．

H. Oniki
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7-4 (4) 上記（1）と（2）の併用：

また実際の移転方式が（1）、（2）のいずれ

になるかの選択はもとより政府によっておこ

なわれる。

H. Oniki
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